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外
世界遺産登録に向けて 目指せ!世界遺産登録!!「佐渡島の金山」

「佐渡島の 山」
さ　　　　　　　ど

祝

　

令
和
４
年
２
月
１
日
、「
佐
渡
島

の
金
山
」
が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

へ
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ま
で

の
間
、
登
録
活
動
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ま
、
関
係
者

の
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
末
の
12
月
28
日
に
は
、
文

化
審
議
会
世
界
文
化
遺
産
部
会
か

ら
、「
佐
渡
島
の
金
山
」が
世
界
遺

産
に
ふ
さ
わ
し
い
価
値
が
あ
る
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

１
月
28
日
の
政
府
表
明
、
２
月
１

日
の
閣
議
を
経
て
、
ユ
ネ
ス
コ
へ

推
薦
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
佐
渡
市
は
世
界

遺
産
登
録
に
向
け
て
大
き
く
歩
み

を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

世界遺産登録までのスケジュール（予定）
2022年（令和４年）秋ごろ イコモス現地調査

2023年（令和５年）夏ごろ イコモス勧告

2023年（令和５年）夏ごろ ユネスコ世界遺産登録決定！！！！

佐渡金銀山の保存・活用のためのご支援をお願いします！
　世界に誇る貴重な文化遺産である佐渡金銀山

を守り、伝え、活かすために「世界遺産推進基金」

を設けています。佐渡の宝を未来へつなぐため、

ご理解とご支援をお願いします。

お問い合わせ　世界遺産推進課　☎６３－５１３６

ふるさと納税でも応援できます！
　佐渡ふるさと島づくり寄付金（ふるさと納税）
「佐渡金銀山の世界遺産登録応援コース」でも受
け付けしています。



登
録
ま
で
の
道
の
り

◆
１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）

　

市
民
団
体
に
よ
る
世
界
遺
産
登
録
に
向

け
た
運
動
開
始

◆
２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）

　

佐
渡
市
と
新
潟
県
が
連
携
し
世
界
遺
産

登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
を
開
始

◆
２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）

　
「
金
を
中
心
と
す
る
佐
渡
鉱
山
の
遺
産

群
」の
名
称
で
、ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
暫
定

リ
ス
ト
に
記
載

◆
２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）

　

世
界
遺
産
推
薦
を
目
指
し
、
国
へ
推
薦

書
原
案
を
提
出

◆
２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）

　

２
度
目
の
再
挑
戦

◆
２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）

　

３
度
目
の
再
挑
戦

◆
２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）

　

４
度
目
の
再
挑
戦

　

＊
こ
の
年
か
ら
世
界
遺
産
推
薦
は
、

　
　

１
国
１
候
補
に

◆
２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
り
文
化
審
議
会
で
の
諮
問
取
り
止
め

◆
２
０
２
１
年（
令
和
３
年
）３
月

　

５
度
目
の
再
挑
戦

◆
２
０
２
１
年
12
月
28
日

　

文
化
審
議
会
で
国
内
推
薦
候
補
に
選
定

◆
２
０
２
２
年（
令
和
４
年
）１
月
28
日

　

政
府
か
ら
推
薦
す
る
こ
と
を
正
式
表
明

◆
２
０
２
２
年
２
月
１
日

　

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
へ
推
薦

　

世
界
遺
産
登
録
の
実
現
を
目
指
し
、
20
年
余
り

に
わ
た
り
取
り
組
み
を
続
け
て
き
た
本
県
に

と
っ
て
、
昨
年
末
の
国
の
文
化
審
議
会
世
界
文
化

遺
産
部
会
の
答
申
に
続
く
、
登
録
実
現
へ
の
大
き

な
一
歩
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
数
々
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
い
た

だ
い
た
関
係
省
庁
や
国
内
外
の
専
門
家
の
方
々
、

国
・
県
・
市
の
世
界
遺
産
登
録
推
進
議
員
連
盟
、

登
録
推
進
県
民
会
議
の
会
員
を
は
じ
め
、
応
援
い

た
だ
い
た
県
内
外
の
多
く
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

推
薦
後
、
登
録
の
実
現
ま
で
に
は
、
イ
コ
モ
ス

（
ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
）に
よ
る
現
地
調
査
、
世

界
遺
産
委
員
会
で
の
審
議
な
ど
に
対
応
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
佐
渡
市
や
多
く

の
関
係
者
の
皆
さ
ま
と
よ
り
一
層
緊
密
な
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
佐
渡
金
銀
山
の
価
値
に
つ
い

て
、
国
際
的
な
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
で
き
る

限
り
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
間
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
昨
年
末
の
国
の
文
化
審
議
会
世
界
文

化
遺
産
部
会
で
は
、「
佐
渡
島
の
金
山
」が
世
界
遺

産
に
ふ
さ
わ
し
い
文
化
遺
産
で
あ
る
と
の
評
価

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
た
び
の
決

定
に
は
心
か
ら
安
堵
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
ご
指
導
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た

関
係
省
庁
の
皆
さ
ま
、
新
潟
県
、
国
内
外
の
専
門

家
の
方
々
、
国
・
県
・
市
の
世
界
遺
産
登
録
推
進

議
員
連
盟
、登
録
推
進
県
民
会
議
の
会
員
、佐
渡
・

新
潟
・
首
都
圏
の
世
界
遺
産
に
す
る
会
な
ど
の

関
連
団
体
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
世
界
遺
産
登
録

の
実
現
を
目
指
し
、
四
半
世
紀
に
わ
た
る
さ
ま
ざ

ま
な
登
録
推
進
活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

県
民
・
市
民
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
後
は
、「
佐
渡
島
の
金
山
」が
世
界
的
に
貴

重
な
文
化
遺
産
と
し
て
評
価
さ
れ
る
と
と
も
に
、

次
世
代
へ
そ
の
価
値
を
継
承
し
、「
日
本
の
誇
り
」

と
し
て
市
民
・
県
民
の
皆
さ
ま
並
び
に
全
国
の

皆
さ
ま
か
ら
愛
さ
れ
る
よ
う
、
令
和
５
年
の
世
界

遺
産
登
録
実
現
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

慶
長
元
（
１
５
９
６
）
年
に

鉱
脈
が
発
見
さ
れ
た
と
伝
わ

る
相
川
金
銀
山
は
、
相
川
地
区

市
街
地
か
ら
東
側
の
山
間
部

に
あ
り
ま
す
。こ
の
相
川
金
銀

山
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
ば
、
人

力
で
掘
ら
れ
た
露
頭
掘
り
跡

の「
道
遊
の
割
戸
」で
す
。相
川

を
訪
れ
る
と
、
必
ず
目
に
付
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
相
川
金
銀
山
に
は
、

鉱
山
で
の
採
掘
の
様
子
が
わ

か
る
絵
巻
が
多
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
。な
か
で
も
佐
渡
奉
行

所
跡
の
勝
場
ガ
イ
ダ
ン
ス
施

設
で
は
、
石
磨
を
使
用
し
た
選

鉱
作
業
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
製
錬
・
小
判
製
造
の
様

子
が
わ
か
る
絵
巻
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

天
文
11
（
１
５
４
２
）
年
に

発
見
さ
れ
た
と
伝
わ
る
鶴
子

銀
山
は
、
佐
和
田
地
区
沢
根
と

沢
根
五
十
里
の
山
間
部
に
あ

り
ま
す
。こ
こ
に
は
、
16
世
紀

末
に
鉱
山
経
営
の
中
心
に

な
っ
て
い
た
代
官
屋
敷
跡
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
史
跡
入
り
口
は
、
駐
車

場
や
案
内
看
板
も
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。看
板
を
た
よ
り
に

代
官
屋
敷
跡
や
鶴
子
荒
町
遺

跡
（
集
落
跡
）
周
辺
な
ど
を
散

策
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

平
安
時
代
か
ら
砂
金
の
採

取
が
行
わ
れ
、
中
世
の
頃
か
ら

開
発
が
進
ん
だ
と
さ
れ
て
い

る
西
三
川
砂
金
山
は
、
真
野
地

区
笹
川
集
落
と
そ
の
周
辺
に

あ
り
ま
す
。こ
の
笹
川
集
落
に

足
を
運
ぶ
と
、
レ
ト
ロ
な
案
内

看
板
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
砂
金
山
の
名
主
を

代
々
務
め
た
金
子
勘
三
郎
家

や
、
砂
金
を
採
る
た
め
に
掘
り

崩
さ
れ
、
赤
色
の
山
肌
が
露
出

し
て
い
る
虎
丸
山
な
ど
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「佐渡島の金山」　 構成資産のご紹介
西三川砂金山相川鶴子金銀山　　（鶴子銀山）相川鶴子金銀山（相川金銀山）

佐渡市長　渡辺　竜五 新潟県知事　花角　英世

撮影：西山 芳一


